
第 70～72 回 木材利用システム研究会 

川下の木材流通の現状と新たな取り組み 

 

我が国では、木材の加工・流通の体系が小規模分散で多段階であり、コスト高や需給ミスマッチを招く原

因ともなってきました。近年では、大ロット化や直送などの取り組みが進められていますが、今後木材利用

促進を図るためには、木材の輸出入、国内流通の現状を理解し木材流通のさらなる効率化を進めていく必要

があります。 

そこで、10～12 月の月例研究会では、「川下の木材流通」をテーマとして取り上げることといたしまし

た。まず、10 月は、阪和興業（株）の福沢氏より、輸入バイオマス供給の現状と展望についてお話しいただ

きます。11 月は、住友林業（株）の岡田氏より、ICT を活用した国産材サプライチェーンマネジメントシス

テム構築の取り組みについてご紹介いただきます。12 月は、伊藤忠商事（株）の鈴木氏より、木材流通(輸

入)における商社の役割と展望についてお話しいただきます。 

木材流通の現状と展望をふまえ、今後のさらなる木材利用拡大について皆様とディスカッションしたいと

考えております。 

 

第
70
回 

10
月 

Ⅰ 

日時：平成 2９年 10 月 19 日（木）17：30～（受付開始 17：00） 

場所：東京大学農学部 フードサイエンス棟、中島ホール  

「輸入バイオマス供給の現状と展望」 

福沢 大五郎氏（阪和興業株式会社）  

第
71
回 

11
月 

Ⅱ 

日時：平成 2９年 11 月 16 日（木）17：30～（受付開始 17：00） 

場所：東京大学農学部 フードサイエンス棟、中島ホール  

「ICT を活用した国産材サプライチェーンマネジメントシステムについて」 

岡田 広行氏（住友林業株式会社） 

第
72
回 

12
月 

Ⅲ 

日時：平成 29 年 12 月 14 日（木）17：30～（受付開始 17：00） 

場所：東京大学農学部 フードサイエンス棟、中島ホール  

「木材流通(輸入)における商社の役割と展望」 (仮) 

鈴木 憲氏（伊藤忠商事株式会社） 

（タイトルなどは予定ですので最新案内をご確認下さい） 

□主    催：  木材利用システム研究会 

□定    員：  80 名(定員になり次第、締め切らせて戴きます) 

□会    場： 東京大学農学部 フードサイエンス棟 中島ホール 

  場所の詳細は下記ホームページにてご確認下さい。  

 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_07_14_j.html 

 

□参 加 費：  本会会員および共催団体会員は無料、非会員は 3,000 円 

情報交換会は実費（3,000 円）を戴きます。会場準備の都合上、申込期限日以降の 

キャンセルはご容赦戴けますよう、ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

□申込期限：  第 70 回(10 月) 平成 29 年 10 月 12 日（木） 

        第 71 回(11 月) 平成 29 年 11 月  9 日（木）  

第 72 回(12 月) 平成 29 年 12 月  7 日（木） ※申込開始 10 月中旬予定 

 

□申込方法： ホームページ（http://www.woodforum.jp）からお申し込みください。 

       お問い合わせはメールにてお願いいたします。 

  

 

 

木材利用システム研究会事務局  

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 

7 号館 B 棟 439 室 

電話：03-5841-7506 

FAX：03-5841-0915 

メール: info@woodforum.jp 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_07_14_j.html

